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nk≦≦1 において、 kaaa ,,, 21  に現れる、1の個数および 1 の個数を、それぞれ qp, とすると、 

)0,0( kqkpkqp ≦≦≦≦ である。 

 

1ka とすると pqpqpakb
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1ka とすると qqpqpakb
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ka が 1a から数えて p 個目の1であれば、 pbk  である。 

ka が 1a から数えて q個目の 1 であれば、 qbk  である。 

 

数列 naaa ,,, 21  に初めて1が現れたとき、数列 nbbb ,,, 21  に初めて1が現れる。 

以降順次、 m,,3,2  が現れる。 

数列 naaa ,,, 21  に初めて 1 が現れたとき、数列 nbbb ,,, 21  に初めて 1 が現れる。 

以降順次、 )(,,3,2 mn   が現れる。 

 

求める集合は mmn ,,2,1,1,2,),(    ……(答) 


